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鎌倉市議会議員・久坂
く さ か

くにえ 55kusaka.sakura.ne.jp 

久坂
く さ か

くにえ通信 
                

■令和元年度決算議案について 

◎９月定例会では、決算特別委員会が行われます。予算が適正に 

執行されたか、また事業の執行状況や効果を評価・検証することを 

目的としています。 

令和元年度は台風 15 号・19 号が襲来し、また年度末には新型コ

ロナウイルス感染症が発生するという厳しい一年でした。 

鎌倉のヴィジョンを考える会では、以下の意見を付し、一般会計

歳入歳出決算他決算関連 6議案を全て認定しました。 

・コロナ禍における学校対応の検証 

 過去に例を見ない一斉休校によって児童・生徒の学びの場に様々

な制約がありました。 

学校現場では様々な対応を実施しましたが、これらに対する評

価・検証を行い、子どもたちの成長を損なうことのない教育環境の

構築を要望しました。 

・中学校給食の改善について 

喫食率、残食率共に増加傾向にあり、原因を把握することは重要

です。必要なカロリーをもとに給食の量も決定されているとのこと

ですが、食品ロスの観点からも無策の状態は決して好ましいものと

はいえず、生徒・保護者の意見を聴取し、改善することを求めまし

た。 

・安定的なごみ処理施策について 

生ごみ資源化施設の建設については、昨年度の決算特別委員会で

すでに指摘を行っていますが、様々な課題が残っていると認識して

います。 

施設建設が予定された当初から、地元への丁寧な説明、周知に努

めることを求めていましたが、事態は逆の方向に進んでいます。 

 市民の方々の不安を払拭するようなごみ処理施策の構築を求め

ました。 

他には、コロナ禍における SDGsの推進、放映予定される大河ドラ

マを契機とした経済活性化などについて討論内で触れています。 

なお鎌倉のヴィジョンを考える会からは、河村議員が決算特別委

員会委員長、中村議員が決算特別委員会委員として選任されました。 

 

 

 



 2 

きあｍ 

鎌倉市議会議員 久坂くにえ 第 65 代鎌倉市議会議長 

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０４６７-４７－１９０５ メール：kusakakunie@gmail.com  

ＨＰ （アドレス変更になりました）55kusaka.sakura.ne.jp   FB,TW 更新中！ 

プロフィール＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

家族：夫、長男（公立中１）長女（年長） 聖心女子大学文学部英文学科卒業  

旅行会社海外営業・国内外ＩＴ会議手配プロデュース社を経て 2005 年初当選 

現在 4 期目 全国市議会議長会・地方行政委員会副委員長や、副議長・監査委員・教育こどもみ

らい、観光厚生常任委員会各委員長 決算特別委員会委員長など歴任  

鎌倉のヴィジョンを考える会、総務常任委員会所属  

出産議員ネットワーク、子育て議員連盟所属  

 

 

■「鎌倉応援買い物・飲食電子商品券」附帯決議可決 

7 月臨時議会で提案された上記事業は制度構築が脆弱であることや、多額な事務費等を理

由とし、議会総員で否決しています。 

なお今回の 9月定例会で、同事業が再提案されました。 

再提案にあたっては、事務費の圧縮や、商店が簡便に利用できる仕組みの構築、また利用

見込みについて商店会へのアンケートを行うなど、内容について一定の改善がみられました。

こうした事を踏まえ、議会では賛成多数で可決しています。 

なお、本事業実施にあたっての附帯決議も採択されました。附帯決議では 

・市民の期待を高め、利用を促進する名称を含めた工夫をこらすこと 

・より多くの商店・飲食店をはじめ芸術・文化も含めた多種多様な業種の事業者に参加を 

 頂けるよう徹底した周知に努めること 

・今後の政策決定に資するデータ取得を実施すること、を求めています。 

先日の週刊ダイヤモンドでは、コロナ禍で厳しい局面に立たされる「飲食・アパレル・宿

泊」の 3 業種の比率が高いワースト自治体を紹介していましたが、鎌倉市は 265 都市中ワー

スト 16位と厳しい数字。 

本事業の確実な実施が、市民の皆さんの商品券利用につながり、ひいては地元商店の新た

な魅力発見・利用につながることを期待します。 

一方、市費も 4 億円強投じる今回のような大型事業を継続して実施することは市の財政状

況を考慮しても大変難しいと感じています。総務常任委員会の質疑の中で、今後の政策・事

業決定に資するデータ取得に努めることも求めました。 

 

・総務常任委員会では防災対策の取り組み状況について 

・高齢者運転免許返納制度について 

 

■鎌倉市議会政策法務研究会の取り組み 

 全国的にも珍しい「政策法務研究会」の仕組み 

が鎌倉市議会にはあります。 

テーマごとに超党派議員が集まり政策研究を 

実施する枠組み。 

先般「補助犬フレンドリーなまち鎌倉を実現 

する」政策法務研究会で、盲導犬ユーザーの方や 

日本盲導犬協会の方をお迎えし、ユーザーや同協会が直面している課題などを伺いました。

共生条例が制定されている鎌倉。誰もが共に気持ちよく過ごせるまちを念頭に活動していき

ます。（撮影時のみマスクを外しています） 
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